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タドポール誘起模型を中心とした高次補正を含む 3点
ヒッグス結合と検証可能性
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ヒッグス粒子が発見されたが、ヒッグス粒子との結合は標準理論の予言から外れる余地がある。拡
張ヒッグス模型は標準理論からのずれを実現可能であり、ヒッグスポテンシャルによって特徴づけ
られる。ヒッグスポテンシャルの形が 1つの古典場によって記述されるニアリーアラインドヒッグ
ス模型の代表として、古典的スケール不変模型、擬南部・ゴールドストーン模型そしてタドポール
誘発模型が挙げられる。ヒッグスポテンシャルの形状によって分類する方法は、多数の拡張ヒッグ
ス模型を効率よく精査することができる。本研究では、タドポール誘起模型のワンループレベルの
3点ヒッグス結合を中心に、トップクォークのループ寄与を含む 3点ヒッグス結合を計算し、将来
加速器実験における実現可能性を検討する。また、最後に、高輝度 LHCと ILCがいくつかの拡張ヒ
ッグスモデルを識別できることを示す。現在進行中の研究の結果を発表する。
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